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4 月 24 日（土）午後 2 時より、2016 年度の年次総会

が開催され、2015 年度決算報告と活動報告、及び

2016年度予算計画と活動計画が共に承認されました。 

 
出席者は正会員数 27名中、本人出席 10名、委任状 3

名、計 13名でした。主な論点は以下の通りです。 

 

☆2015年度決算報告と活動報告 

 「参加型エコツーリズム事業」では、 1,022 本

(Chaukkan村に 712本、West Phwar Saw村に 310

本)を植林した。 

 インダイン村の「ゴミ収集・処理プロジェクト」につい

て、村では 10所帯を 1グループとして村長が直接管

理するシステムで運営されている。 

 「ミャンマー青少年支援事業」では、未実施であった

2014年度の奨学金を教室の間仕切りに流用するこ

ととした。 

 決算報告では、960,518円が次期繰越となる。 

 

☆2016年度事業計画と予算計画 

 「参加型エコツーリズム事業」のツアーは、茨城大学

等のゼミと協力し、24～31 名の学生参加者を予定

し、8 月 26 日（日本出発日）から 9 月 4 日（帰国日）

の旅程で、Phauk Seik Pin（ピョーセーピン）村で

1,000本の植林を予定する。 

 「ミャンマー青少年支援事業」については、2016年

度の奨学金として 2500 ドルおよび視聴覚教材に

必要な資金として 1400 ドルの供与を行う。 

 「広報事業」では、11月 26，27日開催予定の「ミャン

マー祭り」に本年度も参加する。 

 坂口さんの提案を受け、新たに、植林募金を兼ねた

「写真愛好家のためのツアー」を 12月に実施する 

 「学生部の活動」では、学生会員が興味を持って注

力できる活動として、バガンの小学校の環境教育改

善の進め方について、先生達と十分討議・検討して

計画を立案する。 

 2016年度予算には、奨学金 10人分と視聴覚教材

の供与分を含める 
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8 月 26 日（金）～9 月 4 日（日）まで、植林ツアーが

実施され、Phyauk Seik Pin 村において 1020 本を植

林しました。今年の参加者は当初予定していた学生さ

んの予定が変更になったため、学生 3 名、社会人 7 名

（MJET会員は 4名、非会員 3名）の合計 10名でした。 

 

本年の植林ツアーはこれまでとは違ったプログラム

が 2 つも加わり、内容盛りだくさんのユニークな事業と

なりました。（詳しくは 2～3頁をご参照ください） 
 

1. 村人と一緒の植林（ピョーセイピン村） 

2. 福永喜朋さんとのお別れ会（タンシンチェ村） 

3. 運動会の開催（チョーカン村） 

4. 環境教育の改善（タンシンチェ村、第 28小学校） 

5. 交流会の開催（ヤンゴンの僧院とバガンの村） 

6. ゴミ収集処理プロジェクトの実施（インダイン村） 

7. 観光（ヤンゴン、バガン、ポパ山） 
 

  
村人へのブリーフィング   あっという間に終わる！ 

 

 
Phauk Seik Pin村の植栽地（紫色の斜線部分） 

 

1020本の内訳は以下の通りです。 

   福永喜朋記念の森  320本 

   家族の森（4件）  120本 

   企業の森（3件）  505本 

   個人の木    75本 

      合計       1,020本 

 
 
 
 
 



  

 

  

 

5月 7日にご逝去された福永喜朋氏のミャンマーへの

貢献を記念して行われた「福永喜朋記念の森」募金は、

8 月末において、320 本、320,000 円のご寄附を得るこ

とが出来ました。 

 

8 月 28 日午前 10 時、MJET は Thant Sin Kyae 村

の第 28小学校において、村人と学校の先生方、Nature 

Lovers の Aung Din さんご一行と植林ツアー参加者が

参加し、しめやかに「福永喜朋さんとのお別れ会」を以下

のとおり行いました。 

次第 

1. 福永喜朋さんのタンシンチェ村への貢献ご紹介（神田） 

2. 黙禱 

3. 福永さんへのお別れの言葉 

   Aung Din会長、San Min校長、Tin Way村長、 

藤村会長 

4. 福永さんのソーラー発電装置寄贈記念パネルの贈呈 

5. 合唱「千の風になって」 

6. 「福永喜朋記念の森」の 1本を植樹 

7. 合唱「花は咲く」 
 

 
お別れの言葉を語る藤村会長（左端） 

 

Aung Din さん、Thant Sin Kyae村の第 28小学校校長

先生、村長より、福永さんが村人のためにソーラー発電

装置を寄贈し、その設置に一生懸命に努力して下さった

ことに対して、大変感謝しているとの言葉が述べられま

した。とりわけ、校長先生は、村に初めてのLEDライトが

灯った時に「長年の夢がかなった、一瞬の感動を忘れる

ことが出来ない！」と、強調されました。今でも、その会

議室は村人の集会や高校生の受験勉強に活用されて

います。 

 
 
 
 

  
記念パネルの贈呈    「福永喜朋記念の森」の 1 本 

 

「ソーラー発電装置寄贈記念」のパネル 

 

Thant Sin Kyae 村の校庭には、MJET 関係の木々の他

にも JICA研修生の同窓会記念の木々等、いろいろな記

念の木々が増えてきました。2007～8 年に植樹した木々

はすでに 8～10ｍに達し、立派な林を形成しています。

もう少したてば、立派な森に育つと思われます。 

 

 

今年はヤンゴンの僧院とバガンの Phauk Seik Pin 村

で交流会を開催しました。どちらも大変盛り上がり、僧院

の子供達も村の子供達も元気に歌い、踊りました。 

  
ヤンゴンの僧院の小学生    一緒にジェンカを踊る 

  
ピョーセイピン村での踊り     熱心に見入る村人達 

 

 

 

 

2016年 3月 31日 
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今回、初めての大々的な運動会をチョーカン村の小学

校・中学校生徒 108 名の参加を得て実施しました。先生

達も運動会は初めてのことで、何をどうするのか、最初は

わからないままに、松岡総監督と MJET チームの説明と

指針に従って、生徒達を整列させてくれました。 

 

バガンは日中が30度を超える暑さになるため、競技は午

後 4 時半にスタートし、6 時半まで行われました。競技は

5つのゲームで行われ、各学年とも２つに参加しました。 

1. 玉送り（1，2，3年生） 

2. 二人三脚（4，5，6年生） 

3. 皿回しリレー（7，8年生） 

4. 電車リレー（3，4，5，6，7，8年生） 

5. お玉ボール運びリレー（7，8年生、日緬大人チーム） 
 

   
 

   
 

   
 

 
紅白に分かれたゲームに皆が興奮して、一時を楽しみま

した。最後は皆で校庭一杯にジェンカを踊りました。 

 
 
 

 

9 月 2 日、学生 2 人がミャンマー人の先生と一緒に

理科の実験を含む環境教育の 2つのモジュールを実習

しました。これはMJET学生部の活動として、ミャンマー

の科学教育（理科教育）の改善に取り組む目的で準備

したものを、今回参加した千葉さん（茨城大学 3年）と池

澤さん（麗澤大学 1年）が実習してくれました。 

 

内容は、以下の 2つのモジュールに分かれています。 

モジュール 1：タンシンチェ村の環境を理解する 

授業は、ミャンマー人の先生がリードしました。村の地

図がマグネットボードに貼ってあり、生徒がこの地図の

上に村の建物、生物、自然を表すマグネット付きの木型

や絵を貼って理解するものです。 

 

モジュール 2：水の性質を理解する 

授業は 2人の学生が 3つの実験をリードしました。 

 水は温度によって個体（氷）、液体（水）、気体

（水蒸気）に変化する 

 水はどんな容器に入れてもその量は変わらない 

 水はいろんな物を溶かす（角砂糖、塩、ケチャップ） 

   

授業が終わってから、授業のインパクトを調べるために

生徒に幾つかの質問をして確かめました。生徒は全

員、「とても面白く楽しい授業だった」と、回答しました。 

 

インダイン村では、村の美化委員会を構成する青年グル

ープが、 インダインモデルをほぼ完成しつつありました。 

  

     焼却場         村に設置されたゴミ箱 
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11 月 26，27 日、恒例の「ミャンマー祭」が芝

増上寺で開催されます。ぜひご参加下さい！ 

 

 

 


